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第 号まで

配信中

編 集 後 記
　介護施設での事故はいままでも報告されてきた
ところであるが、昨今は“事件”の報告が増えて
きていることが気がかりである。本来であれば安
心して療養できる場であるべき所でこのような事
態が起こっていることについて、我々は他山の石
として、真剣に対策を講じなければならないので
はないか。
　さて、今号では「老健施設における看護人材確
保に向けて」を特集として取り上げた。
　人材確保が困難であるということは、全国的な
傾向であり、いまに始まったことではないが、看
護師においてももちろん例外ではない。
　これまでも老健施設は、急性期の現場を退いた
比較的年齢の高い看護師や、出産育児等で現場経
験のブランクがある看護師の復帰の場として選ば
れてきた感がある。それは、消極的な選択といえ
なくもない。
　一方で、“若い”、あるいは急性期でバリバリ働
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きたい看護師にとっては、老健施設という職場が
魅力的には映らなかったのかもしれない。看護師
にとって老健施設は楽な職場という誤った認識が
広まっていたのであろうか。
　しかし近年、老健施設の入所者の重度化、多様
化により、特に医療面での処置が必要な方が増加
し、看護師にかかる負担も増大してきているとこ
ろである。老健施設での医療にはいろいろな制限
があることは事実であり、医療職にとっては不完
全燃焼を感じることもあるかもしれない。しかし
一方では、老健施設における多職種協働の要と
なってがんばっている看護師も多い。
　これからは介護現場における看護の意義、看護
師の役割を明確にし、若い看護師にとっても興味
の湧く、働き甲斐のある職場としてアピールして
いく必要がある。
　老健施設が、看護師に積極的に選ばれるような
存在にならねばならないのである。�（阪本秀樹）
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